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授業アンケートの自由記述に基づく改善は 
臨床推論学習に効果があるのか
̶̶精神障害領域作業療法における授業を対象として̶̶
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1.　はじめに

文部科学省は，大学に対して，授業の内容および方

法の改善を図るための組織的な研修や研究の実施に努

めるよう規定している（1）．そのため，多くの大学で，

授業改善の基礎資料を収集する目的で，学生に対して

アンケート（以下，授業アンケート）を実施している．

それは，医療専門職教育においても同様であり，実際

に，リハビリテーション専門職学生が受講する科目に

おいてリッカート尺度の授業アンケートに基づいた授

業改善事例（2）が見られる．

その一方で，学生にとってわかりやすい授業へと改

善するために，学生がどこでつまずいているのか学生

本人に聞くことの重要性が指摘されており（3），つま

ずき箇所を聞く方法として，自由記述形式のアンケー

ト（以下，自由記述アンケート）が挙げられている．

この自由記述を有効に活用するために，授業アンケー

トの自由記述の分析を行った先行研究（4）も見られる．

このことから，医療専門職教育においても学生に対し

て授業に関する自由記述を収集，分析し，それに基づ

き授業を改善することは，学生にとってよりわかりや

すい授業を設計するために有益であると推測される．

このような先行研究は見られるものの，先行研究で

は，以下の 3点の課題がある．1点目は，医療専門職

教育の授業アンケートに基づいた改善事例は，リッ

カート尺度の分析に基づいて改善を行っており自由

記述は用いていないことである．2点目は，授業アン

ケートの自由記述の分析を行った先行研究では，分析

に基づき改善箇所の提案を行っているものの，改善策

を試行しておらず，その改善が有益かどうかの検証は

なされていないことである．3点目は，医療専門職教育

の授業アンケートに基づいた改善事例では，改善の効

果検証に授業アンケートを用いており，学習目標に対

する効果については検討がなされていないことである．

そこで，本研究では，学生にとってわかりづらく，

教員にとって教えにくいとされる臨床推論（5）の内容

を含む授業において，学生から得られた自由記述をも

とに改善を行い，その効果を検証することを目的とす

る．その際，効果検証には，学習目標に沿った課題

評価を用いる．改善に自由記述を用いることで，リッ

カート尺度では得られない学生のつまずき箇所に即し

た改善策の考案が可能となり，効率的な授業改善が可
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